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農芸化学コース卒業生 

氏　　名 �進　　　　　路 

安藤泰幸 伊藤久美子 浦野晃裕 ヽ �フジパン㈱ 

和光純薬工業㈱三重工場 

味の素ゼネラルフーズ㈱ 
江南恵子 遠藤　聖 奥野純子 �生物資源学研究科 

生物資源学研究科 
セブンツーセブン㈱ 

河村聡子 鬼頭優希 �生物資源学研究科 
コーミ㈱ 

金　原　紀　子 �㈱エステム 

近田　元 酒井美穂 �日本臓器製薬㈱ 
生物資源学研究科 

佐藤啓二 篠田麻佐 �生物資源学研究科 
未　定 

高　橋　　　緑， �生物資源学研究科 
～　高　平　祐　造　　圭「ンー苧 

珪」を＿＿邑＿、代＿＿

武　田　美　江　一　生物資源学研究帝

竹　林　慎一郎 �生物貴漕手膏突詰 　　　　　　　！ 

多田野　牧　子　〈　生物資源学研究科 

巽　　　康　年 �奈良先端科学技術大学院大学 
田　中　恵利子 �トーメーテクノロジー㈱ 

田　端　宏　充 �奈良先端科学技術大学院大学 

千々岩　　　崇 �生物資源学研究科 
中　井　芳　樹 �生物資源学研究科 

西　村　有　起 �生物資源学研究科 

長谷川　元　輝 �㈱宮崎本店 
ー平　石　智　子 �日本酪農協同㈱ 

古　川　靖　子 �カネハツ食品㈱ 
前　山　健二郎 �研究生 

牧　野　能　士 �名古屋大学大学院 

松　田　さおり �大栄産業㈱ 
松　田　俊　文 �京都大学大学院食品工学研究科 

松　本　美和子 �生物資源学研究科 
三　品　輝代子 �ヤマモリ㈱ 

山　岡　秀　亮 �生物資源学研究科 

山　本　陽　子 �生物資源学研究科 

吉　田　小百合 �応用微生物学研究室 

大学院博士前期課程修了生 

氏　名　l　　　進　　　　路 

大　原　浩　樹　生物資源学研究科（後期） 
小　川　　　泰 �長島観光開発㈱ 
垣　内　基　秀 �ノボ・ノルディスクファーマ㈱ 

籠　谷　和　弘 �㈱辻製油 

阪　本　晶　子 �三重県庁 

高　田　佳　恵 �㈱三栄源エフ・エフ・アイ 
田　中　宏　和 �暁進学塾 

土　坂　享　成 �生物資源学研究科（後期） 

野　口　順　子 �日産化学工業㈱ 

野　中　洋　志 �㈱藤沢フアイソンズ 

松　岡　基　明 �岐阜農林高等学校 

宮　原　由　行 �九鬼産業㈱ 

山　南　英　子 �兵庫県職員土地改良事務所 

山　森　雅　也 �曽田香料㈱ 
王　　飛　　志 �帰国予定 

許　　先　　ヱ �生物資源学研究科（後期） 
林　　　ケ　イ �未　定 

中　島　広　哉 �エフアイエス㈱ 

大学院博士後期課程修了生 

氏　　名 �進　　　　　路 

アーサンモハメ川マイル �配研鰯マレーシア（ベルタニアンマレーシア大学） 

阿知和　弓　子 �農産物利用学研究室 
チッタイソンアムナット �博士研究員ドイツ（マックスブランク研究所） 

宮　城　智　子 �博士研究員米国（カリフォルニア大学） 

吉　尾　信　子 �江南女子短期大学 
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梅
林
正
直
教
授
の
講
演
も

「
三
翠
の
み
ど
り
の
夢
」

三
重
県
支
部
総
会
も
併
催

春
た
け
な
わ
の
今
日
こ
の
頃
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各

方
面
に
て
ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
三
重
大
学
生
物
資
源

学
部
新
校
舎
が
機
能
し
始
め
て
2
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
さ
に
新
し
い
革

袋
（
新
校
舎
）
の
中
で
新
し
い
酒
（
農

芸
化
学
コ
ー
ス
）
醗
酵
開
始
の
時
で

あ
り
ま
し
て
、
母
校
の
発
展
ぶ
り
を

ご
覧
頂
く
の
に
絶
好
の
機
会
で
は
な

い
か
、
と
の
役
員
の
皆
様
の
声
も
あ

り
、
昨
年
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
ま

す
が
大
学
に
て
総
会
を
開
催
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
多
忙
の

と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
ぜ
ひ
御
出
席
賜

り
、
農
芸
化
学
コ
ー
ス
の
発
展
ぶ
り

を
ご
覧
頂
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ

ます。本
会
報
の
記
事
に
も
あ
り
ま
す
通

り
、
平
成
九
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、

土
壌
学
・
植
物
栄
養
学
研
究
室
（
旧

土
壌
肥
料
学
講
座
）
の
梅
林
正
直
教

授
が
定
年
に
よ
り
御
退
官
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
先
生
は
、
常
日
頃
よ
り
三

翠
化
学
会
に
も
多
大
の
ご
尽
力
を
賜

り
、
役
員
一
同
大
変
感
謝
申
し
上
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
機
会
に
一
度
先
生
の
ご
講
演
を
拝

聴
し
た
い
も
の
と
考
え
、
先
生
に
お

願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
お

引
き
受
け
下
さ
い
ま
し
た
。
総
会
に

引
き
続
き
、
先
生
が
何
十
回
も
行
か

れ
た
タ
イ
で
の
出
来
事
や
、
松
と
梅

植
樹
の
事
な
ど
楽
し
い
お
話
が
う
か

が
え
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
恒
例
の
大
学
祭
の
中
日
で

も
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
各

種
の
催
し
物
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
に
我
が
農
芸
化
学
の
学

生
の
努
力
に
よ
る
「
農
芸
化
学
展
」

も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

観
覧
下
さ
い
。
ま
た
当
日
を
は
さ
ん

で
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
創
部
七
十
周
年

を
記
念
す
る
式
典
及
び
記
念
試
合
が

開
催
さ
れ
る
と
か
、
聞
き
及
ん
で
お

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
来
学
さ
れ
る

O
B
の
皆
さ
ん
、
三
翠
化
学
会
に
も

ぜ
ひ
お
出
で
頂
き
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
の
再
会
を
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

己

日
時
　
平
成
9
年
5
月
3
1
日
①

1
0
時
0
0
分
～
1
4
時

受
付
開
始
1
0
時
0
0
分

場
所
　
総
会
及
び
三
重
県
支
部
総
会

三
重
大
学
生
物
資
源
学
部

2
階
大
講
義
室
（
響

1
0
時
0
0
分
～
Ⅱ
時

生
物
資
源
学
部
正
面
（
教
育
学

部
側
）
か
ら
入
っ
て
中
庭
を
ま

っ
す
ぐ
進
ん
で
頂
き
、
階
段
を

2
階
に
あ
が
っ
て
頂
き
ま
す

と
、
正
面
一
番
奥
が
会
場
の
大

講
義
室
で
す
。

梅
林
正
直
先
生
ご
講
演

「
三
翠
の
み
ど
り
の
夢
」

会
費
‥
三
千
円

当
日
は
大
学
祭
の
メ
イ
ン
の
日
に

当
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
昨
年

同
様
相
当
の
人
出
が
あ
り
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
致
し
ま
す
が
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
翠
化
学
会
会
長
　
福
田
　
映

三
重
大
学
　
生
物
資
源
学

梅
林
正
直
先
生
（
土
壌
学
・

養
学
教
育
研
究
分
野
、
旧
嚢
芸

科
土
壌
肥
料
学
講
座
）
÷
平

年
三
月
末
日
を
も
っ
て
喜
子
退

き
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
昭
和
三
十
一
手
に

大
学
農
学
部
農
芸
化
学
茸
を
御

後
た
だ
ち
に
農
林
省
農
業
素

両
に
奉
職
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
一

月
に
三
重
大
学
農
学
部
講
師
と
し
て

竜
任
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
四
十
二
年

助
教
授
、
昭
和
四
十
四
年
「
高
等
植

物
の
ア
ミ
ノ
ア
シ
ラ
ー
ゼ
に
関
す
る

研
究
」
で
東
京
大
学
か
ら
農
学
博
士

の
学
位
を
得
ら
れ
、
昭
和
五
十
六
年

教
授
に
昇
格
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お

ち
れ
ま
す
。
こ
の
間
三
十
四
年
の
長

き
に
亘
っ
て
教
育
・
研
究
に
専
念
さ

れ
幾
多
の
優
秀
を
人
材
を
育
成
さ
れ

る
と
共
に
、
評
議
員
や
各
種
委
員
会

の
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
大
学
の

運
営
に
も
多
大
の
貢
献
を
な
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
三
重
大
学
環
境
科
学
総

合
研
究
室
の
発
足
と
同
時
に
そ
の
一

員
と
し
て
参
画
さ
れ
、
研
究
を
発
展

さ
れ
る
と
共
に
、
室
長
と
し
て
そ
の

管
理
運
営
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
日
本
土
壌
肥
料
学
会
の

評
議
員
、
中
部
支
部
長
と
し
て
学
会

の
発
展
に
も
多
大
の
貢
献
を
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
ま
た
、
早
い
時
期
か
ら
海

外
と
の
交
流
を
図
っ
て
こ
ら
れ
、
農

林
省
ご
在
職
当
時
か
ら
東
南
ア
ジ
ア

を
中
心
と
し
た
多
数
の
研
究
脅
学
生

の
受
け
入
れ
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
四

十
九
年
と
五
十
五
年
の
二
回
に
わ
た

り
ご
自
身
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
留
学

さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
立
農
林
学
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
人

会
員
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
、
日
本
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
交
流
に
多
大
の
貢

献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
タ
イ
国
と
の
学
術
交
流
に
情
熱

を
注
が
れ
、
三
十
回
を
越
え
る
渡
タ

イ
の
成
果
と
し
て
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学

と
の
姉
妹
校
提
携
の
橋
渡
し
を
さ
れ

た
上
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
植
物
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
計
画
を
香
川

大
学
と
共
同
で
推
進
し
て
こ
ら
れ
た

の
は
周
知
の
事
実
で
す
。

先
生
の
偉
大
さ
は
、
い
ろ
い
ろ
な

事
を
頭
で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
す

ぐ
行
動
に
移
さ
れ
る
所
に
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
ご
研
究
の
な
か
で
吸

水
性
ポ
リ
マ
ー
を
応
用
し
た
新
し
い

緑
化
工
法
を
開
発
さ
れ
る
と
、
海
岸

に
松
を
植
え
る
作
業
を
ご
自
身
が
先

頭
に
立
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
こ
と

が
次
に
小
学
生
に
よ
る
卒
業
記
念
植

樹
や
市
民
に
よ
る
植
樹
に
つ
な
が

り
、
十
数
年
に
お
よ
ぶ
継
続
し
た
ご

努
力
が
実
を
結
び
、
つ
い
に
昨
年
三

重
県
や
津
市
の
後
援
に
よ
る
官
民
一

体
の
海
岸
緑
化
運
動
へ
と
発
展
致
し

ま
し
た
。
最
終
講
義
は
去
る
二
月
十
八
日
に

大
講
義
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義

の
テ
ー
マ
は
「
土
壌
－
そ
の
表
面

と
隙
間
の
科
学
」
で
、
先
生
が
長
年

手
が
け
て
こ
ら
れ
た
土
壌
研
究
の
ユ

ニ
ー
ク
を
と
ら
え
方
を
お
話
頂
き
、

集
ま
っ
た
学
生
や
学
部
教
官
、
卒
業

生
に
深
い
感
銘
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
講
義
だ
け
で
な
く
、
最
近

手
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
吸
水
性
ポ

リ
マ
ー
を
用
い
た
実
験
も
ご
披
露
い

た
だ
き
、
楽
し
い
最
終
講
義
と
な
り

ま
し
た
。
先
生
は
、
御
退
官
後
、
第
二
の
故

郷
タ
イ
と
日
本
の
あ
い
だ
を
征
復
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
山
岳
民

族
の
ケ
シ
畑
を
「
梅
林
」
に
変
え
る

壮
大
を
計
画
を
実
行
に
移
さ
れ
よ
う

と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（小畑　記）
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ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

日
時
1
5
分
～
1
2
時
0
0
分

懇
親
会
（
講
師
梅
林
先
生
を
囲
ん
で
）

三
重
大
学
生
協
第
1
食
堂

1
2
時
5
0
分
～
1
4
時

総
会
会
場
の
ビ
ル
の
す
ぐ
と
な
り

で
、
昨
年
懇
親
会
を
開
い
た
所
で

す。

本
年
度
の
学
部
学
生
・
院
生
の
就

蝿
に
つ
い
て
は
昨
年
度
と
同
様
厳
し

く
天
変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
救
い

と
し
て
可
や
男
子
学
生
は
大
学
院
進

学
者
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
希
望

？
会
社
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う

に
お
も
わ
れ
ま
す
。
女
子
学
生
は
二

十
一
名
車
院
進
学
者
が
一
〇
名
と
多

い
の
が
特
徴
で
し
た
。
企
業
へ
入
る

人
た
ち
に
と
っ
て
は
社
会
で
の
新
入

生
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
後
輩
と
し
て
ご
指
導
と
併
せ

て
学
生
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
も
お

力
添
え
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
芸
化
学
コ
ー
ス
主
任
　
小
宮
孝
志

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
、
卒

業
・
修
了
祝
賀
会
が
今
年
も
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
会
は
三
翠
同
窓
会
入
会

の
歓
迎
会
も
か
ね
て
お
り
、
名
誉
教

授
の
先
生
方
に
加
え
て
三
翠
同
窓
会

菊
岡
会
長
、
同
福
田
副
会
長
は
じ
め

多
く
の
同
窓
会
関
係
者
が
来
賓
と
し

て
参
加
頂
い
た
。

会
は
学
部
長
、
同
窓
会
長
の
祝
辞

に
続
い
て
赤
木
名
誉
教
授
に
よ
る
詩

吟
と
乾
杯
、
祝
宴
と
続
い
た
。
祝
宴

が
す
こ
し
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
こ
れ
も
最
近
恒
例
と
な
っ
て
い

る
三
重
大
学
応
援
団
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

会
の
雰
囲
気
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ

た
。
ま
た
今
年
大
学
院
を
修
了
す
る

中
島
君
（
生
理
活
性
化
学
研
究
室
）

が
虚
無
僧
姿
で
見
事
を
尺
八
を
披
露

した。こ
の
会
は
、
以
前
は
、
旧
3
号
館

の
製
図
室
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
生
物
資
源
学
部
新
館
に
は
、

三
百
名
を
越
え
る
人
が
集
ま
り
会
食

で
き
る
部
屋
が
な
い
た
め
、
こ
こ
数

年
第
2
体
育
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。

場
所
は
変
わ
っ
て
も
卒
業
し
て
い
く

学
生
た
ち
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い

と
み
え
て
、
そ
こ
こ
こ
に
、
別
れ
を

惜
し
み
又
の
再
会
を
約
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。
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岩本喜一先生を憶う

気分爽快
ボーリングに挑戦！！
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農
芸
化
学
コ
ー
ス
に

推
薦
入
学

生
物
資
源
学
部
で
は
統
合
創
立
の

昭
和
6
3
年
度
か
ら
推
薦
入
学
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
9
年
度
で
1
0
年
目

と
な
る
。
農
芸
化
学
コ
ー
ス
で
は
8

年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、
2
名
（
女
子
）

が
農
業
高
校
か
ら
入
学
し
た
。
9
年

度
は
1
名
（
男
子
）
が
合
格
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
推
薦
入
学
者
数
は
、

過
去
5
年
間
を
み
る
と
学
部
全
体
で

毎
年
2
0
名
募
集
し
、
1
5
－
2
0
名
が
合

格
し
て
い
る
。
倍
率
は
9
年
度
は
2

倍
で
あ
っ
た
。
府
県
別
内
訳
を
み
る

と
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
あ
る
が
、

や
は
り
三
重
、
愛
知
、
岐
阜
が
多
い
。

農
芸
化
学
コ
ー
ス
で
は
昨
年
度
、
岩

手
、
長
野
か
ら
各
1
名
が
入
学
し
た
。

他
コ
ー
ス
で
も
熊
本
、
福
岡
、
広
島
、

香
川
、
秋
田
な
ど
1
6
府
県
に
広
く
分

布
し
、
農
業
・
工
業
高
校
の
優
秀
を

学
生
を
広
く
全
国
か
ら
募
る
と
い
う

意
図
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。

各
コ
ー
ス
と
も
面
接
に
重
点
を
置

い
た
選
抜
を
行
っ
て
お
り
、
小
テ
ス

ト
形
式
で
英
語
、
数
学
、
理
科
の
基

礎
力
も
調
べ
た
り
し
て
い
る
。
入
学

し
た
学
生
は
一
年
次
か
ら
コ
ー
ス
が

確
定
し
、
一
一
年
次
で
分
属
が
き
ま
っ

た
学
生
と
合
流
し
て
基
礎
専
門
科
目

や
実
験
な
ど
の
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
本
学

部
の
理
念
や
新
し
い
統
合
教
育
で

は
、
コ
ー
ス
の
選
択
と
そ
の
た
め
の

一
年
次
の
授
業
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
は
学
生
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

持
つ
。
と
り
わ
け
希
望
の
コ
ー
ス
に

入
る
た
め
の
勉
強
と
将
来
の
た
め
の

広
い
視
野
と
知
識
を
得
る
た
め
の
自

己
訓
練
の
バ
ラ
ン
ス
は
一
般
学
生
に

と
っ
て
悩
み
で
あ
り
、
一
方
、
推
薦

入
学
の
学
生
に
と
っ
て
は
高
校
・
大

学
で
受
験
勉
強
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず

に
将
来
や
専
門
分
野
の
た
め
の
知
識

や
興
味
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
化
学
コ
ー
ス
を
ど
で
は
か
な

り
程
度
の
高
い
基
礎
専
門
科
目
を
フ

ォ
ロ
ー
す
る
の
に
苦
労
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
上
で
理
科
の
既
習
・
未
習
ク

ラ
ス
を
つ
く
っ
た
り
、
補
習
授
業
が

開
か
れ
て
お
り
、
本
制
度
は
一
学
科

制
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
っ
た
形
に
な

っ
て
い
る
。
進
学
率
や
卒
業
後
の
進

路
、
脅
年
な
ど
に
つ
い
て
も
ま
ず
ま

ず
の
状
況
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
昨
年
度
の
一
年
次
の
担

任
を
経
験
し
た
が
、
一
般
・
推
薦
双

方
の
学
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
の

相
談
を
受
け
た
。
農
芸
化
学
と
い
う

専
門
分
野
そ
の
も
の
が
急
激
を
質
的

変
化
を
と
げ
て
、
就
職
戦
線
も
き
び

し
さ
と
多
様
性
を
増
し
て
い
る
。
本

学
部
に
学
科
制
の
導
入
や
コ
ー
ス
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
研
究
の
交
流
も

一
段
と
希
望
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

卒
業
生
特
に
高
校
の
先
生
や
上
級
生

諸
氏
（
3
・
4
年
生
と
院
生
）
に
は

こ
の
紙
面
を
借
り
て
コ
ー
ス
へ
の
ご

支
援
と
理
解
を
お
願
い
し
、
ま
た
2

年
担
任
と
し
て
彼
等
の
今
後
の
活
躍

を
祈
り
た
い
。

（
柏
村
直
樹
2
年
担
任
）

寺
西
尭
倫
助
教
授

農
芸
化
学
奨
励
賞
に
輝
く

三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
農
芸
化

学
コ
ー
ス
の
寺
西
克
倫
氏
．
は
、
「
生

物
発
光
・
化
学
発
光
の
励
起
分
子
形

成
機
構
に
関
す
る
有
機
化
学
的
研

究
」
に
お
い
て
、
堯
七
年
度
日
本
農

芸
化
学
会
農
芸
化
学
奨
励
賞
を
一
署
員

さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
平
成
元
年
に
名

古
屋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
（
後
期

課
程
）
を
修
了
、
そ
の
後
、
武
田
薬

品
工
業
株
式
会
社
に
2
年
間
勤
務

し
、
平
成
4
年
4
月
三
重
大
学
生
物

資
源
学
部
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
武

田
薬
品
工
業
株
式
会
社
在
社
期
間
以

外
は
「
発
光
」
に
関
し
研
究
を
し
て

こ
ら
れ
、
こ
の
受
賞
に
至
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
本
研
究
の
テ
ー
マ

は
、
生
物
的
や
化
学
的
な
発
光
現
象

が
ど
の
よ
う
を
分
子
機
構
で
進
行
し

て
い
く
か
を
、
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
光
る
生
物

岩
本
喜
一
先
生
に
は
去
る
一
月
十

一
日
肺
炎
に
よ
る
急
性
呼
吸
不
全
の

た
め
八
十
六
歳
の
生
涯
を
静
か
に
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
昭
和
三
十
一
年
生
物
化
学

講
座
の
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
以

来
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
定
年
で
ご

退
官
に
な
ら
れ
る
ま
で
十
七
年
余
、

大
学
で
は
評
議
員
、
農
学
部
長
、
学

長
事
務
取
扱
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
先
生
の
三
重
大
学
ご
在

任
中
に
は
学
生
運
動
が
活
発
な
期
間

も
あ
り
、
当
然
先
生
は
教
官
の
先
頭

に
立
ち
事
態
の
収
拾
に
当
た
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
は
そ
の
際
、
常
に
学
生

の
立
場
を
理
解
し
、
対
処
さ
れ
ま
し

た
お
陰
で
、
三
重
大
学
に
お
い
て
は

特
に
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
続
い
て
三

重
県
立
大
学
の
国
立
移
管
の
問
題
が

あ
り
、
国
立
側
の
代
表
と
し
て
諸
問

題
を
解
決
さ
れ
た
結
果
、
移
管
が
実

現
し
た
も
の
と
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
よ
り
前
に
は
、
農
学

部
に
大
学
院
修
士
課
程
の
設
置
、
工

学
部
の
新
設
な
ど
に
も
大
変
を
ご
功

積
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
は
同
窓
生
の

方
々
な
ら
ば
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い

ます。一
方
、
先
生
は
学
生
の
教
育
に
も

並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
が
れ
ま
し

た
。
大
学
の
教
官
が
学
生
を
教
育
す

る
に
は
自
分
自
身
が
常
に
研
究
の
こ

と
を
考
え
、
実
行
し
、
そ
の
経
験
や

成
果
を
基
に
し
て
教
育
し
、
指
導
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
方
針
を

一
貫
し
て
貫
か
れ
ま
し
た
。
従
っ
て

先
生
の
生
物
化
学
の
講
義
に
お
い
て

は
必
ず
ご
自
身
の
ご
研
究
に
基
づ
い

た
挿
話
が
随
所
に
入
っ
て
い
た
と
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
先
生

に
教
え
を
受
け
た
者
に
は
「
生
物
化

学
と
は
こ
ん
な
に
興
味
あ
る
も
の

だ
」
と
か
、
「
研
究
と
は
こ
れ
程
奥

深
い
も
の
だ
」
な
ど
我
々
を
魅
了
さ

せ
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
研
究

に
費
や
す
時
間
が
学
生
紛
争
や
県
大

の
国
立
移
管
の
諸
問
題
な
ど
で
少
な

く
な
っ
た
こ
と
を
先
生
は
き
っ
と
残

念
に
思
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
先
生
は
学
生
と
の
対
話

を
通
し
て
温
か
い
感
情
の
こ
も
っ
た

教
育
を
し
て
戴
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
の
昼
食
は
研
究
室
全
員
で

と
る
こ
と
は
ご
在
任
中
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
農
芸
化
学
科
の
教

職
員
と
学
生
全
員
が
参
加
す
る
種
々

の
催
し
物
は
先
生
が
提
案
さ
れ
、
実

施
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
て
お
り
、
そ

の
内
の
多
く
は
現
在
に
も
引
き
継
が

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の

内
に
は
在
学
中
よ
り
も
む
し
ろ
卒
業

後
お
世
話
に
な
っ
た
人
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
先
生
は
誰
か
ら
で
も
相

談
を
受
け
れ
ば
親
身
に
を
っ
て
話
を

お
聞
き
に
な
り
、
そ
し
て
行
動
さ
れ
、

解
決
へ
と
導
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

先
生
の
教
育
と
研
究
に
対
す
る
情

熱
と
考
え
方
は
生
物
化
学
研
究
室
や

農
芸
化
学
コ
ー
ス
に
引
き
継
が
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
先
生
が
替
わ
れ
た

大
学
・
学
部
発
展
の
種
子
は
大
き
く

育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
安
ん

じ
て
お
眠
り
下
さ
い
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
掴
筆
致
し
ま
す
。

高
橋
　
孝
雄

と
言
え
ば
、
蛍
が
最
初
に
頭
に
浮
か

び
ま
す
が
、
地
球
上
の
生
物
に
は
多

く
の
光
る
も
の
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、

み
み
ず
、
ご
か
い
、
か
た
つ
む
り
、

き
の
こ
、
か
い
、
い
か
、
え
び
、
く

ら
げ
、
き
ん
め
た
い
、
ま
つ
か
き
う

お
、
ち
ょ
う
ち
ん
あ
ん
こ
う
、
う
み

ほ
た
る
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
発
光
の
多
く
は
、
特
定
を
化
合

物
と
酸
素
と
の
酸
化
反
応
が
生
じ
、

こ
の
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
成
し
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
光
に
変
換
さ
れ

る
経
路
を
と
お
り
ま
す
。
化
学
的
な

発
光
で
は
、
フ
ラ
ス
コ
の
中
で
こ
の

よ
う
な
酸
化
反
応
が
生
じ
光
が
放
出

さ
れ
ま
す
（
）
人
が
当
然
の
ご
と
ぐ
使

用
し
て
い
る
蛍
光
灯
は
、
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
探
し

た
一
例
で
あ
り
、
生
物
発
光
や
化
学

発
光
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
異
去
り

ま
す
が
、
発
光
分
子
の
励
起
を
経
由

し
、
そ
の
分
子
か
ら
の
光
の
放
出
と

い
う
古
で
亘
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
＝
蛍

光
灯
の
場
合
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
際
に

は
、
ほ
と
ん
ど
が
熱
に
変
換
さ
れ
、

光
へ
の
変
換
効
率
は
非
常
に
悪
い
。

こ
の
こ
と
は
蛍
光
灯
に
触
っ
て
み
れ

ば
、
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
生
物
発
光
で
は
効
率

よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
が
行
わ
れ
、

蛍
の
場
合
に
は
、
8
0
％
の
効
率
で
光

に
変
換
さ
れ
、
蛍
の
お
し
り
は
蛍
光

灯
の
よ
う
に
は
熱
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
効
率
の
良
い
発
光
の
理
由
は
未

だ
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
論
が

絶
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

謎
が
解
き
明
か
さ
れ
れ
ば
、
熱
く
な

い
蛍
光
灯
が
出
現
し
庶
民
が
支
払
う

電
気
代
が
減
り
、
ま
た
、
環
境
に
も

優
し
く
な
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。
は
た
し
て
氏
の
研
究
は
庶
民
の
懐

を
明
る
く
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
後
の
活
躍
を
見
守
っ
て
、
紹

介
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
旧
聞
に
属
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
か
大
学
一
回
の
ク
ラ
ス
会
が

平
成
8
年
1
0
月
0
0
、
3
1
両
日
若
者
に

あ
や
か
ろ
う
と
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
穏
や
か
な
初
秋

の
午
後
、
出
席
者
の
顔
が
出
揃
っ
た

頃
を
見
計
っ
て
ホ
テ
ル
内
の
サ
ー
キ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で
ボ
ー
リ
ン
グ
に
挑
戦

し
た
。
あ
る
い
は
″
年
甲
斐
も
な
く

…
：
〟
と
感
じ
て
い
る
面
々
も
あ
っ

た
が
こ
れ
が
ま
た
や
り
始
め
る
と
皆

結
構
楽
し
そ
う
に
、
や
が
て
や
や
エ

キ
サ
イ
ト
気
味
に
2
ゲ
ー
ム
を
片
付

け
て
し
ま
っ
た
。
尤
も
ス
コ
ア
ー
の

突
出
し
た
こ
の
日
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
出

な
か
っ
た
が
。

今
回
集
っ
た
の
は
十
二
名
（
福
田

映
、
樋
口
、
奥
田
、
清
水
、
高
橋
、

中
野
、
服
部
、
原
田
、
福
田
支
、
水

谷
、
吉
田
、
岡
本
）
で
参
会
者
に
限

っ
て
言
え
ば
半
分
は
す
で
に
リ
タ
イ

ア
組
で
残
る
半
数
が
現
役
な
い
し
は

何
ら
か
の
形
で
職
に
就
い
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て
一
献
を

交
し
っ
つ
の
話
題
は
ど
う
し
て
も

「
老
」
に
ま
つ
わ
る
事
柄
に
走
っ
て

行
く
こ
と
も
已
む
を
得
な
い
こ
と

か
。
折
り
し
も
中
野
常
男
君
が
青
木

み
か
さ
ん
（
当
日
は
出
席
さ
れ
な
か

っ
た
が
）
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
第
二
作

た
る
「
老
い
が
老
い
を
看
と
る
と
き
」

と
い
う
著
書
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
発

行
）
を
紹
介
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
、

更
に
彼
自
身
が
奈
良
県
の
室
生
で
宝

生
会
と
い
う
老
人
ホ
ー
ム
を
経
営
し

て
い
る
こ
と
か
ら
話
は
い
や
が
上
に

も
弾
み
、
い
わ
ば
そ
の
道
の
大
家
の

裏
ば
を
し
（
？
）
を
拝
聴
し
た
り
夫
々

の
考
え
方
を
話
し
合
っ
た
り
で
思
わ

ぬ
展
開
と
な
っ
た
。
高
齢
社
会
に
あ

っ
て
は
未
だ
御
都
合
主
義
の
自
称

″
年
寄
〟
た
る
我
々
に
と
っ
て
は
直

に
切
迫
し
た
問
題
で
は
な
い
に
し
て

ハ
：
∵
：
∵
：
∵
：
∵
‥
∵
‥
）
へ
輔
W
林
間
光
刑
W
伸
二
曾

一
九
九
二
年
に
湯
の
山
で
ク
ラ
ス

会
を
し
て
か
ら
毎
年
3
月
の
第
3
日

曜
に
年
中
行
事
と
し
て
の
ク
ラ
ス
会

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
湯
の

山
。
神
戸
。
彦
根
。
焼
津
。
鳥
羽
。

と
巡
っ
て
六
回
目
の
今
年
は
長
谷
川

市
長
の
御
世
話
で
奈
良
共
済
会
館
、

「
や
ま
と
」
に
集
っ
た
。
今
回
の
世

話
役
は
関
西
在
住
の
皆
さ
ん
で
あ

る
。
こ
こ
は
奈
良
市
の
中
心
に
あ
っ

て
部
屋
の
窓
か
ら
若
草
山
を
背
に
し

た
興
福
寺
の
五
重
塔
が
見
え
て
展
望

が
良
い
。
有
志
1
0
名
ほ
ど
が
早
々
と

正
午
に
宿
舎
で
待
ち
合
わ
せ
「
朝
日

旅
行
会
」
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
佐
野
君
の

案
内
で
早
春
の
奈
良
を
歩
い
た
。
先

づ
奈
良
市
寡
真
美
術
館
を
見
学
、
入

江
泰
吉
さ
ん
の
名
作
を
鑑
賞
し
新
薬

師
寺
で
薬
師
如
来
と
十
二
神
将
に
対

面
。
春
日
大
社
か
ら
若
草
山
の
裾
を

の
ん
び
り
歩
い
て
三
月
堂
。
二
月
堂
。

転
百
円
を
経
て
宿
に
帰
っ
た
。
全
行

程
四
時
間
、
コ
ー
ス
の
設
定
、
途
中

ホ
テ
ル
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
、
ゆ

き
と
ど
い
た
解
説
等
さ
す
が
プ
ロ
と

皆
感
心
し
き
り
で
あ
っ
た
。
無

ぐ
も
り
で
古
都
早
春
の
落
ち
つ
い
た

雰
囲
気
を
満
喫
し
た
。
本
日
の
出
席

者
は
十
九
名
で
東
京
組
の
欠
席
が
日

出
つ
も
の
の
過
去
ハ
年
を
含
め
て
出

席
率
5
0
％
を
越
す
の
は
立
派
を
も
の

で
あ
る
。
六
時
宴
会
の
は
じ
ま
る
前

に
ク
ラ
ス
物
使
者
五
名
に
黙
稿
を
捧

げ
た
。
例
に
よ
っ
て
三
翠
応
援
歌
で

し
め
く
く
る
迄
楽
し
い
宴
席
で
あ
っ

た
。
翌
日
は
快
晴
の
古
都
を
散
策
す

る
も
の
が
多
く
流
れ
解
散
し
た
。
来

年
は
三
重
に
帰
っ
て
行
い
、
再
来
年

の
一
九
九
九
年
は
卒
業
後
五
十
周
年

を
迎
え
る
の
で
津
市
で
盛
大
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
出
席
者
名
を
記
す
。

（
順
不
同
、
○
印
今
回
の
世
話
役
）

○
北
岡
、
○
佐
野
、
○
中
尾
、
○
長

谷
川
、
○
松
村
、
芝
田
、
渡
辺
、
西

村
、
今
西
、
岡
、
粥
見
、
笠
井
、
本

根
、
杉
浦
、
別
府
、
松
田
、
藤
田
、

酒
井
、
嶋
林
　
　
（
今
西
　
記
）

も
誰
し
も
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
問
題
だ
け
に
一
応
考
慮
の
必
要

を
示
唆
し
て
く
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宴
も
ひ
ら
け
別
室
に
て
少
し
ば
か

り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
更
に
場
所

を
移
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

（
こ
の
ホ
テ
ル
は
研
修
目
的
の
利
用

者
が
多
い
た
め
か
施
設
が
分
散
独
立

し
て
い
る
）
に
て
夜
の
更
け
る
こ
と

も
忘
れ
て
談
笑
し
た
。

翌
日
は
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
で
あ
っ

た
の
で
早
朝
に
職
場
へ
直
行
さ
れ
た

方
も
あ
っ
て
次
会
で
の
再
会
を
約
し

て
解
散
し
た
。
な
お
そ
の
あ
と
地
元

樋
口
君
の
案
内
で
季
節
外
れ
で
は
あ

っ
た
が
、
「
つ
つ
じ
」
の
名
所
の
伊

奈
冨
神
社
と
嘗
て
我
々
の
学
生
時
代

に
コ
ン
パ
で
利
用
し
た
保
養
施
設

「
松
績
荘
」
の
あ
っ
た
鼓
ケ
浦
に
あ

る
鈴
鹿
市
伝
統
産
業
会
館
を
訪
ね

た
。
こ
こ
は
同
市
の
伝
統
の
技
で
あ

る
書
道
用
の
「
墨
」
と
服
飾
デ
ザ
イ

ン
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
伊
勢
形
紙
」

に
つ
い
て
夫
々
の
由
緒
、
製
法
、
用

具
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
興
味
深
い

も
の
が
あ
っ
た
。
　
（
岡
本
正
雄
）


